
CHAPTER

14ここまでHTMLとCSSを一通り学習してきました。ここでは、今まで学
んでいたことを使って、システム画面を作成してみます。作成するのは
あくまで画面のみですが、Webシステムの画面がどのようなものになる
のか、その要点を学びましょう。

システムの画面モック
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14 システム作成は 
画面から

本書ではChapter 1でWebの仕組み、Chapter 2で環境構築、Chapter 3
〜9でHTMLを、Chapter 10〜13でCSSを学んできました。Webデザイナ
は、これらの知識を基礎としてデザインスキルを駆使してWebサイトを作成して
いきます。一方、Webプログラマはこれらの知識をどのように活かしていくので
しょうか。その話から始めていきましょう。

1

システムの利用者がシステムと接する部分をUIといい、 大半のシ

ステムは画面が該当する

システムの利用者からすると、 UIがシステムのすべて

UIの良し悪しがシステムの良し悪し

Webは画面部分をHTML+CSSで作るので、 プログラムから切り離

して作成可能

プログラミングされていないHTMLだけのシステム画面をHTML画面

モックという

プログラミングに先立って、 システムの打ち合わせ、 設計段階で

HTML画面モックを作ってしまう

HTML画面モックを作成するのはWebプログラマの役割

14-1-1 システム利用者からすると画面がすべて

プログラマの役割は、プログラミングを行ってシステムを作成することです。そ
のシステムと、システムの利用者との関係というのを少し見てみます。
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 UI

システムの利用者がシステムと接する部分は、UI（User Interface）と呼ば
れます。例えば、静脈認証システムでは、センサーがシステムとその利用者と接
する部分であり、UIといえます。あるいは、最近流行りのスマートスピーカーの場
合は、音声そのものがUIとなっています。このようなUIがある一方で、大半のシ
ステムのUIというのは画面です。パソコンのモニターやスマホなどの画面を通じ
て、利用者はシステムと接します。

 利用者からするとプログラムは見えない

プログラマの役割というのはプログラミングをすることです。そのプログラマが
作成するプログラムというのは、システムの中心的存在といえます。ところが、その
プログラム部分というのはシステムの利用者からは基本的に見えない部分です。
システムの利用者が目にする部分というのは、画面、つまりUIのみです（図14-
1）。

図14-1：利用者からするとUIがシステムのすべて

システム

つまり、利用者目線では、UIがシステムのすべてなのです。ここにプログラマ
とシステム利用者との意識の乖離が生まれます。プログラマはUIの後ろに隠れ
たプログラムを作っているだけに、そこが中心のように思えてきます。もちろん、バ
グがないなどの良いプログラムでないと、システムはちゃんと動きません。そういっ
た意味で、システム内のプログラムが良いプログラムであることは必要条件で

目にするのはココだけ ここは見えない
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す。ただし、十分ではありません。そこに、使い勝手のいい、システム利用者が
満足するUIがそろって、初めて良いシステムといえます。

 WebシステムのUIはHTML+CSS

本書中に何度か登場したように、このように重要なUIを、Webシステムの場
合はHTML+CSSで作ります。つまり、利用者にとって良いシステムを作ろうとす
るならば、そのWebシステムを作る側、つまりWebプログラマにはHTML+CSS
の知識は必須なのです。さらに、より良いUIを実現しようとすると、当然Webデ
ザイナとの協業というのは必須といえます。

JavaScriptは避けられない
最近のWebの世界は、HTML+CSSだけでは使い勝手が悪く、ブラウザ上で動

きのあるUIを実現する必要があります。これには、JavaScriptによるプログラミン
グが必須です。このことは、Webシステムでも同様で、最近のWebシステムでは
HTML+CSS+JavaScriptの組み合わせでUIを作るのが普通です。本書はこのう
ちのHTML+CSSのみを取り扱っています。残されたJavaScriptについては、本
書を終えられた後、拙著『これから学ぶ JavaScript』（インプレス）で学んでいた
だければ幸いです。

言われないと気づきませんけど、確かに、システムの良し
悪しってUIだけで判断していますね。特に、僕みたいにま
だプログラミングを知らない人からするとUIの後ろ側なん
て、全くわかりません。

でしょうね。キョウタくんみたいにプログラマを志している
なら、UIの後ろにシステムがある、ぐらいはわかるかもし
れないけど、システム開発と全く無縁の利用者さんは後ろ
があることすら気づかないと思うわ。
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僕は利用者さんは、それでいいと思うよ。逆に、作る側は
利用者がそういう存在であることをちゃんと意識しておく
必要があると思う。そのために、画面を作る工程をもっと
大切にしなければならないんだ。

14-1-2  プログラミングより前に画面を作って 
しまう

会話の中でワトソン先生が言っているように、システムを作成する全行程の中
で、画面を作る工程をどのように位置づけるかで、UIの良し悪しが変わり、ひい
てはシステム全体の良し悪しへとつながっていきます。

 Webシステムは画面のみを作成できる

システム開発というのは、単にプログラミングをするだけではありません。その
前段階として、どのようなシステムにするかを取り決めたり、設計を行ったりします。
また、プログラミング後もテストを行ったりします。では、画面作成はいつ行うのか
というと、このプログラミングと同時に行うことが多々あります（図14-2）。

図14-2：プログラミングと同時に画面を作る

システムを作成する言語によっては、そのような方法を取らざるを得ないこともあ
ります。

一方、Webシステムは、UIをHTML+CSS（+JavaScript）で作成するため、

どんなシステムに
するのかを決める システムを設計 プログラミング テスト

画面をこの工程で作る
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JavaやPHPなどのプログラミングを行うことなく画面を作成することができます。し
かも、実際のシステムをプログラミングするよりはるかに少ない労力で画面を作成
できます。

 紙芝居では想像できない

ところで、通常、システム開発では、どのようなシステムにするのかといった内
容や設計情報というのは、ドキュメント（書面）として残します。もし、システムの
納入先が自社ではない場合などは、それらドキュメントをもとに発注者と打ち合わ
せを行ったりします。自社内の場合でも、それらのドキュメントをもとに社内で打ち
合わせを行います。これらの打ち合わせは、当然プログラミングに先立って行い、
ほとんどの内容、仕様が確定していなければ、プログラミングができません。
もしプログラミングと同時に画面を作成するとしたら、システム利用者にとって
一番大切な画面の打ち合わせというのはどのようにするのでしょうか。それは、や
はりドキュメントとして記述したものをもとに打ち合わせを行い、画面仕様を取り決
めます。とはいえ、あくまで紙に書かれたものですので、例えていうならば紙芝居
のような状態です。画面を紙芝居のように見せられながら、システムの動きを想
像するしかないのです。
もちろん、実際にプログラミングする人間は紙芝居でも問題ありません。しか
し、一般の利用者はそういう想像がなかなかしにくいのが現状です。

図14-3：紙芝居ではシステムの動きが想像できない

システム
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 HTML画面をドキュメントの代わりに作ってしまう

そこで、実際のプログラミングに先行して画面を作ることができるWebシステム
の大いなる利点を活かします。システムを設計する段階、あるいは、どのようなシ
ステムにするかを打ち合わせしている段階で、このHTMLによる画面を作ってし
まいます。こうすることには、非常にメリットがあります（図14-4）。

図14-4：画面をプログラミングより前に作ってしまう

というのは、紙に書いたドキュメントとは違い、HTMLで作成された画面は、リ
ンクを正しく記述しておくだけで、ちゃんと画面遷移をします。つまり、システムを
組み込まずにHTMLのリンクだけでシステムの画面遷移を模倣できるのです。
画面上の表示データは変更されませんが、実際に画面が切り替わるため、シス
テムの使い方がイメージしやすいです。このようにして作られた画面を画面モッ
ク、あるいは、HTMLで作られたことをより正確に表現するためにHTML画面モッ
クなどといいます＊。この画面モックを、システム利用者、あるいは、システム発
注者などに実際に触ってもらい、それをもとに打ち合わせを行っていくことで、より
有用なフィードバックを得ることができます。
さらに、HTMLはプログラムに比べて修正が簡単ですので、そのフィードバッ
クをすぐに画面に反映させられます。それをもとにさらに打ち合わせを行っていくと
いうサイクルを繰り返すことで、より良いUIのシステムを作ることができます。

＊）モックというのは、モックアップ（mock-up）の略で、本来は実物大模型という意味です。

どんなシステムに
するのかを決める システムを設計 プログラミング テスト

画面をこの工程で作る
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HTMLで実際に画面を作るというのは、かなりメリットがあ
るということですけど、プログラミングとHTMLの作成とで
はそんなに違うんですか?

全然違うよ。例えば、データの入力画面があって、登録ボ
タンをポチッと押して完了画面表示、みたいなのを考えて
も、その入力画面と完了画面の2枚のHTMLの間に、プロ
グラムが挟まることになるけど、そのコードは画面の何倍
もの量になるのよ。

そうよ。で、プログラミングと同時にHTMLを作っていて、
プログラム部分も出来上がってテスト段階で、例えば入力
項目がひとつ足らない、なんて言われたら、もう、どれだ
けのコードを書き直さなければならないか。こういうのを
手戻りって言うんだけどね。

そんなに違うんですね。

そういうこと。

それがHTMLだけならinputタグをひとつ書くだけでいいと。

そうそう。そうやって、画面の仕様が決まってからプログラ
ミングすると、手戻りが少なくて済むのよ。

だから、Webプログラマは、まずHTMLとCSSを学んでお
く必要があるんですね!

そして重要なのは、打ち合わせや設計段階でこのシステ
ム画面を作れるのは、システムのことがよくわかっている
プログラマだけなんだ。だから、プログラマがHTMLや
CSSを知っておく必要があるのには、こういうわけがある
んだよ。プログラマが仕様として確定したHTML画面を、
今度はWebデザイナにお願いしてより使い勝手のいいも
のにデザインしてもらうんだ。
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14 会員管理システムの 
HTML画面モックを作る

概要はここまでにして、実際にHTML画面モックを作っていきましょう。といっ
ても、14-1-1項 のコラムにもあるように、 最 近 のWebシ ステ ム 画 面 は
JavaScript抜きでは作れません。ですので、本来ならば、JavaScriptを含
めた状態でモックを作成する必要があります。しかし、本書ではJavaScriptは
未習であることを前提としますので、あくまでHTML+CSSで作成したものを紹
介していきます。

2

ダッシュボードは本来計器盤の意味で、 そこから転じてログイン直

後に表示される画面のことをいう

情報の一覧表示はテーブルが便利

縦並びの詳細表示用の表ではtableタグではなくdlタグを使おう

データの入力欄はデータ項目ごとに用意する

Webシステム内、 Webサイト内で迷子にならないようにパンくずリス

トを表示しよう

14-2-1 ダッシュボード画面の用意

これから作成するHTML画面モックの題材として取り上げるのは、会員管理
システムです。ここでは、まず実際の会員管理の画面作成に入る前段階までの
画面を用意しましょう。それは、ダッシュボード画面です。

 ダッシュボード画面とは

実は、このダッシュボード画面の大枠はChapter 13で作成しています。
Chapter 13で作成したナビゲーションの画面がそれにあたります。図13-1にもあ
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るように、ナビゲーションの最初が［ダッシュボード］、その次が［会員管理］と
なっています。しかも、そのナビゲーションのあるヘッダボックスの次のボックスに
は「ダッシュボード」という表示があります。つまり、Chapter 13で作成してきた
画面はこのダッシュボードを想定しています。
ではダッシュボード画面とはどのような画面をいうのでしょうか。ダッシュボードと

いうのは本来は、計器盤のことです。まさに、自動車のダッシュボードが本来の
意味です。ここから転じて、そのシステム内でのデータ解析の概要を一度に表示
させる画面のこととして使われるようになりました。さらに、現在ではより広い意味と
して、そのシステムにログインした直後に表示される画面のこととして使われてい
ます。これは、ログイン直後に、そのシステムをこれから利用していく上で必要な
情報、最新の情報、まず確認しておかなければならない情報を一挙に表示させ
る画面となっていることが多いからです。

Chapter 13でナビをいろいろ作成してきましたけど、
headerタグの次のmainタグに書かれていた「ダッシュ
ボード」って何だろうと思っていたのですけど、こういう意
味だったのですね。

そう。あの画面はログイン直後に表示される画面を想定
していたんだよ。本来のダッシュボードは、それこそ計器
盤のようにそこにさまざまな情報が表示されていないとい
けないけど、ここではあくまでサンプルなので、そういっ
たのはすべてカットして「ダッシュボード」の表記のみで済
ませたんだ。で、今から作成する会員管理画面は、その
ダッシュボードのナビの［会員管理］をクリックするところ
から始まるんだ。

じゃあ、Chapter 13のサンプルのどれかをコピーすれば
いいんですね。

そうだね。ここでは、13-2-2項で作成したflexNavi.html
を使うことにしよう。メディアクエリなしにナビが柔軟に変
わるからね。ただ、少し変更することにするね。
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それでは早速ファイルを作成しましょう。Chapterが新しくなりましたので、
websamplesフォルダ内にこのChapter用のフォルダとして「chap14」を作成し
てください。その中に、chap13内のflexNavi.htmlをdashboard.htmlとしてコピー
し、リスト14-1の太字のように変更してください＊。

＊）これ以降のサンプルについては、IE11がmainタグを部分的にしかサポートしていないため、意図し
たように表示されない場合があります。IE11以外のブラウザで確認するようにしてください。

リスト14-1：dashboard.html

<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">
	 <head>
		  <meta charset="utf-8">
		  <title>ダッシュボード</title>
		  <meta name="viewport" content="width=device-width, 
initial-scale=1">
		  <link href="main.css" rel="stylesheet" type="text/
css">
	 </head>
	 <body>
		  <header>
			   <h1>これから学ぶシステム画面</h1>
			   <nav>
				    <ul>
					     <li><a href="/websamples/chap14/
dashboard.html">ダッシュボード</a></li>
					     <li><a href="/websamples/chap14/
memberList.html">会員管理</a></li>
					     <li><a href="#">受注管理</a></li>
					     <li><a href="#">商品管理</a></li>
					     <li><a href="#">マスター管理</a></li>
					     <li><a href="#">ログイン情報</a></li>
				    </ul>
			   </nav>
		  </header>
		  <main>

⇒

⇒

⇒

⇒
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違いは、titleタグの内容、読み込み先 cssファイル、headerタグ内のh1タ
グ、liタグ内のリンク先、mainタグ内です。headerタグ内のh1タグは増えてい
ます。また、mainタグ内のh2タグはもともとmainタグ内のsectionタグ内に書か
れていましたが、mainタグ直下に移動しました。
次に、cssフ ァ イルを作成します。 これは、chap13フ ォ ルダ内の
chap13FlexNavi.cssをコピーしてmain.cssとし、リスト14-2の太字の部分を変更
してください。なお、header nav ulセレクタ、header nav liセレクタ、header 

nav li aセレクタには変更部分はありませんが、念のため記載しておきます。そ
れ以外の太字の部分は、新しいことは何もありませんので、コメントを頼りに変更、
追記してください。
なお、このmain.cssはこのChapter中の全htmlファイルから共通で読み込む

ようにします。

リスト14-2：main.css

			   <h2>ダッシュボード</h2>
		  </main>
	 </body>
</html>

/*headerボックスのスタイル設定*/
header {
	 /*背景色を設定*/
	 background-color: aliceblue;
}
/*header内のh1ボックスのスタイル設定*/
header h1 {
	 /*内余白の上を5px、左右を15px、下を0pxに設定*/
	 padding: 5px 15px 0px;
	 /*外余白を0pxに設定*/
	 margin: 0px;
	 /*文字色を設定*/
	 color: darkgrey;
}
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/*navボックスのスタイル設定*/
header nav {
	 /*内余白の上を5px、左右を15px、下を15pxに設定*/
	 padding: 5px 15px 15px;
	 /*外余白を0pxに設定*/
	 margin: 0px;
}
header nav ul {
	 margin: 0px auto;
	 padding: 0px;
	 box-sizing: border-box;
	 width: 100%;
	 display: flex;
	 flex-direction: row;
	 flex-wrap: wrap;
}
header nav li {
	 list-style: none;
	 background-color: turquoise;
	 text-align: center;
	 padding: 10px;
	 box-sizing: border-box;
	 margin: 2px;
	 flex: 1 0 140px;
}
header nav li a {
	 color: white;
	 text-decoration-line: none;
}
/*mainボックスのスタイル設定*/
main {
	 /*背景色を設定*/
	 background-color: gainsboro;
	 /*内余白を15pxに設定*/
	 padding: 15px;
}
/*main内のh2ボックスのスタイル設定*/
main h2 {
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作成が終了したら、dashboard.htmlを表示させてください。図 14-5のように
表示されます。

図14-5：表示させたダッシュボード画面

あ!なんか、ちょっとかっこよくなった。Chapter 13の図
13-1との違いは、今太字で入力したCSSコードのおかげ
なんですね。

そうね。それにしても、先生、「これから学ぶシステム画
面」って、なんてベタなシステム名なんですか!（笑）

 /*外余白を0pxに設定*/
 margin: 0px;
 /*背景色を設定*/
 background: white;
 /*内余白を5pxに設定*/
 padding: 5px;
 /*フォントサイズを16ポイントに設定*/
 font-size: 16pt;
 /*文字色を設定*/
 color: darkgray;
 /*アンダーラインのような装飾としてボックス下境界線を設定*/
 border-bottom: solid 2px darkgray;
}
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（笑）まあ、そこはサンプルなんで許してよ。実際は、ここ
にちゃんとしたシステム名や、場合によってはロゴが入る
ことになるね。システム名はちゃんと打ち合わせの上決め
ることだし、ロゴはデザイナさんにデザインしてもらわな
いといけない。そこは協業だね。もうひとつ、許してほし
いのは、ここで適用しているスタイルは、あくまで最低限
だということ。この程度のCSSをプログラマの方で作って
おいて、さらに、Webデザイナさんにもっと使い勝手がい
いようにデザインしてもらうんだ。それこそ、ロゴを入れて
もらったりね。

なるほど。そこも協業ですね。

さて、いよいよ会員管理に入っていくよ。ナビの［会員管
理］にリンクを付けたから、そこをクリックしたら表示され
るファイルを作っていくよ。

14-2-2 会員管理のトップは会員リスト

いよいよ会員管理の画面作成です。

 たたき台を作成

14-1-2項で説明したように、作成したHTML画面モックというのは、それをもと
に打ち合わせを行ったり、そのフィードバックを盛り込んでHTMLを修正しながら
ひとつの設計ドキュメントの代わりとするものです。
そこで、ここではまず、その最初の段階の画面を作成します。今から作成する
画面は完成形ではなく、これをもとにシステム発注者と打ち合わせを行っていくた
めのたたき台と位置づけ、作成していきます。
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 会員管理のトップ画面はリスト表示

ナビゲーションの［会員管理］をクリックして表示される画面として、ここでは会
員情報が一覧表示される会員リスト画面を想定します。それ以降も含めて会員
管理部分の画面遷移を図にすると図14-6となります。

図14-6：会員管理部分の画面遷移

それぞれの矢印に付記している［詳細表示］などは、ボタンやリンクを表しま
す。それをクリックすることで表示される画面名、およびファイル名を記載していま
す。

なお、このChapterで図14-6に記載のすべての画面を作成するには紙面が足
りません。そこで、実際に作成するのは「会員リスト」、「会員情報詳細表示」、
「会員情報新規登録」の3画面のみとします。
さて、その会員リスト画面を実際に作成しましょう。実は、リスト14-1でナビゲー
ションのリンク先として、あらかじめ図14-6の遷移図をもとにmemberList.htmlと
リスト表示用のファイル名を記述しています。まず、このmemberList.htmlを、会
員情報が表示される一歩手前の状態まで作成します。 ベ ー ス部分は
dashboard.htmlですので、dashboard.htmlをコピーしてmemberList.htmlとし

て、リスト14-3の太字の部分を変更、追記してください。

ダッシュボード
dashboard.html

会員リスト
memberList.html

会員情報詳細表示
memberDetail.html

会員情報編集
memberEdit.html

会員情報削除確認
memberConfirmDel.html

会員情報新規登録
memberAdd.html

［会員管理］

［新規登録］

［詳細表示］

［編集］ ［編集］

［削除］ ［削除］

［登録］
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リスト14-3：memberList.html

<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">
	 <head>
		  <meta charset="utf-8">
		  <title>会員リスト&nbsp;|&nbsp;会員管理</title>
	 	 〜省略〜
	 </head>
	 <body>
		  <header>
	 	 〜省略〜
		  </header>
		  <main>
			   <h2>会員管理</h2>
			   <section>
				    <h3>会員リスト</h3>
			   </section>
		  </main>
	 </body>
</html>

違いは、titleタグの内容とmainタグ内です。そのmainタグ内に新たにsection
タグと、その中にh3タグが増えていますので、これに関するセレクタを追加しま
す。main.cssにリスト14-4の内容を追記してください。

リスト14-4：main.css（追記分）

〜省略〜
/*main内のsectionボックスのスタイル設定*/
main section {
	 /*背景色を設定*/
	 background: white;
	 /*内余白を15pxに設定*/
	 padding: 15px;
	 /*外余白を上下が10px、左右が0pxに設定*/
	 margin: 10px 0px;
}
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作成が終了したら、dashboard.htmlの［会員管理］リンクをクリックして
memberList.htmlを表示させてください。図14-7のように表示されます。

図14-7：表示させた会員リスト画面

「ダッシュボード」として表示されていたmain内のh2を
「会員管理」と変えて、その次にsectionタグを持ってきて、
さらに、その中にh3。このh3が「会員リスト」という表示
になっていて、この階層構造って、Chapter 5で学んだ
マークアップの応用なんですね!

そうそう。よく気づいてくれたね。

あのときは、文章のマークアップだったのでわかりやす
かったですけど、それをシステム画面にどう持ち込むのだ
ろうと思っていたら、こういう階層構造を取るんですね。

/*main内のsection内のh3ボックスのスタイル設定*/
main section h3 {
 /*外余白を上下が10px、左右が0pxに設定*/
 margin: 10px 0px;
 /*左内余白を5pxに設定*/
 padding-left: 5px;
 /*装飾としてボックスの左と下の境界線を設定*/
 border-left: solid 5px black;
 border-bottom: solid 2px black;
}
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そうそう。そういう細かいところも大切だよ。さて、ここか
らはキョウタくんに作ってもらおうかな。まずは、仕様の確
認ね。

システムの機能自体も階層構造になっているからね。マー
クアップを応用してその階層構造に当てはめるんだ。

それでいうなら、キョウタくん、気づいた?

titleタグの記述。

何がですか?

あ!なるほど。タイトル自体も|で区切って階層構造を表し
ているんですね。

 一覧表示では表示項目を絞る

これから扱う会員情報のデータ項目としては、以下のものがあります。

ㅡㅡ 会員ID：システムが自動で付けた連番
ㅡㅡ 会員姓：会員氏名の苗字部分
ㅡㅡ 会員名：会員氏名の下の名前部分
ㅡㅡ 会員姓ふりがな：会員姓のひらがな表記
ㅡㅡ 会員名ふりがな：会員名のひらがな表記
ㅡㅡ 電話番号：携帯電話番号を想定
ㅡㅡ 性別：男女のどちらか
ㅡㅡ 会員種類：通常、特別、優良のうちのどれか

一人の会員のデータとしては、上記の内容ですが、これらすべてを一覧表示
として記載するには無理があります。そこで、以下のものに絞ります。
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ㅡㅡ 会員ID
ㅡㅡ 会員氏名（姓と名を一続きに表示）
ㅡㅡ 会員種類
ㅡㅡ 電話番号

一覧表示項目をまずこのように絞るんだ。そして画面を
作って、打ち合わせのときに、これでいいかどうかの
フィードバックをもらうんだよ。そこで、足らなければ増や
せばいいし、逆にいらないものがあったりもする。このあ
たりは、実際にそのシステムを触る人でないとわからない
ところだからね。

なるほど。

Chapter 7でやったよ。

さて、とりあえず、上の絞った項目を一覧表示させるタグ
をリスト14-3のsectionタグ内、h3タグの次に記述しても
らおうかな。キョウタくんなら、何を使う?

…。リスト画面だから最初はリストタグかなあと思ったの
ですけど、何か違うように思うのですよねえ。

リストタグでもできないことはないけど、もっとぴったりの
があるよ。

あ!テーブル!

そう。まずは、一人分だけダミーデータを使って作成してみ
ようか。
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 情報の一覧表示はテーブルが便利

7-1-1項で説明したように、システム画面での一覧表示というのはテーブルタグ
が見やすいです。ワトソン先生の指示通り、一人分を表示するようにキョウタくん
が記述したコードはリスト14-5の太字の内容です。これを、memberList.htmlに
追記してください。

リスト14-5：memberList.html（更新版）

〜省略〜
<section>
	 <h3>会員リスト</h3>
	 <table>
		  <thead>
			   <tr>
				    <th>会員ID</th>
				    <th>会員氏名</th>
				    <th>会員種類</th>
				    <th>電話番号</th>
			   </tr>
		  </thead>
		  <tbody>
			   <tr>
				    <td>4153587</td>
				    <td>田中麻衣</td>
				    <td>通常</td>
				    <td>09012345678</td>
			   </tr>
	 </table>
</section>
〜省略〜

さらに、テーブルタグを使うので、キョウタくんは11-3-2項で学んだテーブルタ
グ用のセレクタをmain.cssに追記しました。それがリスト14-6です。
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リスト14-6：main.css（追記分）

〜省略〜
table {
 border-collapse: collapse;
}
td, th {
 border: 1px solid black;
}

追記が終了したらmemberList.htmlを再表示させてください。図 14-8のよう
に表示されます。

図14-8：表が追加された会員リスト画面

うん。基本はこれでいいよ。ちゃんと、テーブル用のセレク
タも追記しているね。あとは、これをベースにtrタグをコピ
ペしながら、ダミーデータを必要人数分だけ書いていけば
いいね。ただ、図14-6の遷移図にある［詳細表示］のボ
タンが必要だよ。これ、どこに追加するかわかるかな?

…。

詳細表示は会員ひとりひとりの情報に対して行うよね。



023

そうだね。こんな形になるよ。

ということは、この一人分の行中にボタンを追加する形で
すか?

 詳細表示のボタンを追加する

memberList.htmlにリスト14-7の太字の部分を追記してください。

リスト14-7：memberList.html（更新版）

〜省略〜
<section>
	 <h3>会員リスト</h3>
	 <table>
		  <thead>
			   <tr>
				    <th>会員ID</th>
				    <th>会員氏名</th>
				    <th>会員種類</th>
				    <th>電話番号</th>
				    <th>操作</th>
			   </tr>
		  </thead>
		  <tbody>
			   <tr>
				    <td>4153587</td>
				    <td>田中麻衣</td>
				    <td>通常</td>
				    <td>09012345678</td>
				    <td>
					     <form action="/websamples/chap14/
memberDetail.html" method="GET">  1

						      <input type="hidden" name="memberId" 
value="4153587">  2

⇒

⇒
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追記が終了したらmemberList.htmlを再表示させてください。図 14-9のよう
に表示されます。

図14-9：詳細表示ボタンが追加された会員リスト画面

図14-9からもわかるように、「操作」と表示された列を追加します。列を追加
するので、それぞれの行にtdタグ（ヘッダ部分はthタグ）が追記されています。
そのボタンが入ったtdタグ内に注目します（リスト14-7の 1～ 3）。

この記述の中心は何といっても3のbuttonタグです。しかし、これを使うために
はformタグで囲まないと機能しません。そのための記述が 1です。9-1-2項でも
解説したように、このformタグのaction属性は通常サーバ側のプログラムを表
すパスを記述しますが、ここでは、HTML画面モックですので、図14-6に記述さ
れた遷移先のhtmlファイルを指定しています。ここでのmethod属性としては、
GETとしています。このmethod属性の値はプログラムと関わるところなので、こ
の段階では気にしなくてもいいです。ただ、詳細は割愛しますが、図14-6の遷移

      <button type="submit">詳細表示</button>  
 3

     </form>  1

    </td>
   </tr>
 </table>
</section>
～省略～
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図にある詳細画面から先、編集画面に移動し、その後、また詳細画面に戻って
くるときに、GETの方がプログラムが組みやすいのです。そのためにGETとして
います。

では、2の記述はなんでしょうか。これも、プログラムと関わるところです。この
ボタンをクリックして、この会員の詳細情報を表示させる際、プログラム上はこの
会員のid情報を入手しておかないと、表示するための会員情報が用意できませ
ん。そこで、それをinput type hiddenタグとして記述しておきます。そうすること
で、ボタンをクリックした時にサーバにこの会員のid情報が送信されます。

先生が、システムの画面モックはプログラマが作成しない
とダメ、と言っていた意味が少しわかりました。この、GET
に設定したり、hiddenを記述したりなんてのは、今の僕に
はまだわかりませんもん。多分、プログラムを知らない人
が画面を作成したら、僕と同じように、こんな記述はでき
ません。

うん。そうだね。プログラムを知っているからこそ、出てく
る発想なんだ。逆に、キョウタくんは、今は思いつかなく
ていいからね。むしろ、ここで、そういったことを何となく
理解しておいて、この後、Webプログラミング、特にPHP
やJavaなどのサーバ上で動くプログラミングを学んだと
きに、はっきり理解すればいいよ。

はい。

さあ、リスト14-7でとりあえず、一人分の表示ができたか
ら、あとは、これをコピペして何人か表示して、表らしくし
ておこうか。

ここでは紙面の都合上、ソースコードの掲載は割愛して結果のみ表示しておき
ます。図14-10のようになります。皆さんもぜひコーディングしてください。
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図14-10：表示行数が増えた会員リスト画面

ここでは5人分になっています。もちろん、打ち合わせ上この人数では足らない
場合は、さらにtrタグをコピー&ペーストして行数を増やします。

14-2-3 会員情報詳細表示画面

一覧表示が一通り完成したところで、次に詳細表示に移りましょう。表中の
［詳細表示］ボタンを押したときに表示される画面を作成します。

詳細表示では、14-2-2項に掲載しているデータ項目のす
べてを表示させるとするね。キョウタくんだったらどのよう
な形式で表示させる?

やっぱり表ですかね?

…。縦ですか?

表示の向きは縦、横、どっち?
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正解。このあたりは7-2-2項で解説したから復習になる
ね。こういう詳細表示は図7-12のようにヘッダ部分を列に
した表の方が見やすいね。

考えてみて。縦の詳細表のヘッダ部分って意味的にdtで
しょ。で、その内容がdd。実は、縦の詳細表ってdlタグで
記述できるのよ。

じゃあ、早速tableタグで書いてみます。

どんなタグですか?

え!リストですか?

なるほど!

ちょっと待った。確かに、表だからtableタグで書きたくな
ると思うけど、ここではあえて違うタグを使ってみるよ。

dlタグ。

じゃあ、早速やってみようか。

ベース部分はmemberList.htmlですので、memberList.htmlをコピーして
memberDetail.htmlとして、mainタグ内のsectionタグ内をリスト14-8のように
丸々変更してください。

リスト14-8：memberDetail.html（一部）

<section>
	 <h3>会員情報詳細</h3>
	 <dl class="detail">  1

		  <dt>会員ID</dt>  2

		  <dd>4153587</dd>  3
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この段階で、一度会員リストの［詳細表示］ボタンをクリックしてmember 
Detail.htmlを表示させてください。図14-11のように表示されます。

図14-11：表示させた会員情報詳細画面

  <dt>会員氏名</dt>
  <dd>田中&nbsp;麻衣</dd>
  <dt>会員氏名ふりがな</dt>
  <dd>たなか&nbsp;まい</dd>
  <dt>電話番号</dt>
  <dd>09012345678</dd>
  <dt>性別</dt>
  <dd>女</dd>
  <dt>会員種類</dt>
  <dd>通常</dd>
 </dl>
 <p>この会員情報を編集する場合は<a href="/websamples/chap14/
memberEdit.html">こちら</a>から</p>  4

 <p>この会員情報を削除する場合は<a href="/websamples/chap14/
memberConfirmDel.html">こちら</a>から</p>  4

</section>

⇒

⇒
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リスト14-8では、「会員 ID」のような表示項目名（表ならばヘッダ列）に当た
る内容をdtとして記述しています（例えばリスト14-8の 2）。それに対応する内容
を、例えば 3のようにddタグで記述します。これらの繰り返し全体を 1のdlタグ

で囲んでいます。そのdlタグには、のちにCSSでレイアウトさせるためのクラス名
としてdetailを記述しています。
なお、4は会員情報編集画面、会員情報削除確認画面へ遷移するためのリ

ンクです。図14-6の遷移図にもあるように、この詳細画面からは編集と削除へ遷
移するようになっていますので、そのリンクをあらかじめ記述しています。ただ、遷
移先ファイルは存在しませんので、現状はリンクをクリックしても表示されません。

このdlで書くというのは思いつかなかったです。図14-11
ではスタイルが設定されていませんので、表とは違います
が、それでも、確かに詳細表示っぽいのがよくわかります。

でしょ?じゃあ、これにスタイルを当てはめて表っぽくするね。

main.cssにリスト14-9の内容を追記してください。

リスト14-9：main.css（追記分）

〜省略〜
/*detailクラスのdl、dt、dlをボーダー基準に設定*/
.detail, dt, dd {
	 box-sizing: border-box;
}
/*detailクラスボックスのスタイル設定*/
.detail {
	 /*幅を100%に設定*/
	 width: 100%;
	 /*境界線を設定*/
	 border: 1px solid black;
	 /*フレックスボックスレイアウトに設定*/
	 display: flex;  1
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追記が終了したらmemberDetail.htmlを再表示させてください。図14-12のよ
うに表示されます。

	 /*フレックスボックスを横方向に設定*/
	 flex-direction: row;  2

	 /*フレックスボックスの折り返しを設定*/
	 flex-wrap: wrap;  3

}
/*detailクラス内のdtとddボックスのスタイル設定*/
.detail dt, dd {
	 /*外余白を0pxに設定*/
	 margin: 0px;
	 /*内余白の上下を5px、左右を15pxに設定*/
	 padding: 5px 10px;
	 /*境界線を設定*/
	 border: 1px solid black;
}
/*detailクラス内のdtボックスのスタイル設定*/
.detail dt {
	 /*太字に設定*/
	 font-weight: bold;
	 /*背景色を設定*/
	 background: gainsboro;
	 /*フレックスアイテムを幅30%で設定*/
	 flex: 1 0 30%;  4

}
/*detailクラス内のddボックスのスタイル設定*/
.detail dd {
	 /*フレックスアイテムを幅70%で設定*/
	 flex: 1 0 70%;  5

}
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図14-12：表形式のスタイルが適用された会員情報詳細画面

本当だ!縦表になった!

やっぱりフレックスボックスレイアウトですか?

ポイントはどこかわかる?

そうそう。

 dlにフレックスボックスレイアウトを適用

dlにフレックスボックスレイアウトを適用することで、表のように表示させることが
できます。それが、リスト14-9の 1～ 3です。これは、13-2-2項の復習です。 1に

よって、detailクラスで指定したdlタグがフレックスコンテナとなります。 2で方向
が横向きとなり、3で折り返しが可能となります。
次に、dtとddそれぞれをフレックスアイテムとして設定します。その際、flex-
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basisの値としてそれぞれ30%（リスト14-9の 4）、70%（リスト14-9の 5）と指定
しています。この指定が%指定であることと、両者を合わせて100%になることが
ポイントです。

まず、フレックスコンテナに最初の30%幅のdtが格納されます。次に、70%
幅のddがその右横に格納されます。これは、ちょうど収まるスペースがあるので1
行に収まり、表示されます（図14-13）。

図14-13：1行目のdtとddが格納される様子

問題はその次です。2個目の30%幅のdtを同じ行に格納しようとしますが、ス
ペースがありません。そこで、リスト14-9 3の折り返しの設定通りに次の行にこの
dtが収まります（図14-14）。

100%

dl（フレックスコンテナ）会員ID
dt: 30%

4153587
dd: 70%

会員ID
dt: 30%

4153587
dd: 70%

ちょうどスペースがあるので
ここに入る
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図14-14：2行目が作られる様子

4個目のddは2個目のddと同じ流れで3個目のdtの右横に収まります。以降、
次 と々この処理を繰り返すことで、結果、dtとddのペアで1行が構成されながら
表のような表示となります。

 縦向きの詳細表示表ではdlタグの方が使い勝手がいい

このように、スタイルを設定すれば、縦向きの詳細表示表は、tableタグよりも、
リスト14-9のようにdlタグを使った方が使い勝手がいいことの方が多いです。こ
れは、主にレスポンシブレイアウトと関係があります。tableタグというのはなかな
かレスポンシブレイアウトにはしにくいです。一方、dlタグとフレックスボックスを
組み合わせた場合、レスポンシブレイアウトとなります。これについては、もう一
度後で扱います。

100%

会員ID
dt: 30%

会員ID
dt: 30%

4153587
dd: 70%

4153587
dd: 70%

会員ID
dt: 30%

4153587
dd: 70%

次の行に入る

スペースがないので、
同じ行には入れない

会員氏名
dt: 30%

会員氏名
dt: 30%

会員氏名
dt: 30%
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14-2-4 会員情報登録画面

ここまでは表示画面ばかりでした。ここで、入力画面を扱っておきましょう。

 リスト画面に新規登録画面へのリンクを追加する

ナビゲーションの［会員管理］をクリックするなどして、会員リスト画面を表示
させてください。図14-6の画面遷移図では、このリスト画面から新規登録画面に
遷移するようになっています。まずは、そのリンクを追加しましょう。

現状、図14-10のようなリスト画面だけど、これに新規登
録画面へのリンクを追加しようと思うんだけど、キョウタく
んならどう追加する?

うん。確かに違うね。「一覧表示」というのと「新規登録」
というのは、機能としては別だよね。だから、それぞれ別
のsectionとして表示させるんだ。

…。さっきの詳細画面のようにこの表の下にpタグを追加
してそこに「こちらへ」みたいなリンクを追加するのがい
いんでしょうか?うーん、なんか違うような気が…。

なるほど!じゃあ、やってみます。

キョウタくんと同じように、memberList.htmlにリスト14-10の太字の部分を追
記してください。

リスト14-10：memberList.html（更新版）

〜省略〜
<section>
	 <h3>会員リスト</h3>
	 〜省略〜
</section>
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追記が終了したらmemberList.htmlを再表示させてください。図14-15のよう
に表示されます。

図14-15：新規登録へのリンクが追加された会員リスト画面

 新規登録画面を作成

このリンクをクリックした後に表示される会員情報新規登録画面を作成しましょ
う。入力項目としては、14-2-2項記載の会員情報のデータ項目とします。ただし、
会員 IDに関しては、システム側で自動採番することになっているので、入力欄は
不要です。また、すべての項目を必須項目とします。

<section>
 <h3>会員新規登録</h3>
 <p>新規登録は<a href="/websamples/chap14/memberAdd.
html">こちら</a>から行ってください。</p>
</section>
〜省略〜

⇒
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ひとつ注意しなければならないのは、詳細表示では「会
員氏名」としてひとつの欄で姓と名をくっつけて表示させ
ていたけど、入力欄では当然別々になるということね。

でしょうね。データ項目が姓と名で別々なら、入力欄に関
してはそれに合わせて別々にする必要があるんだ。次に、
性別はどういった入力部品を使う?

あ!危うくひとつにしてしまうところでした。

selectタグですね!

せっかくなので、selectタグを使ってみます。

これは、9-3-2項で扱っているので覚えています。ラジオ
ボタンですね。

うー ん。これもラジオボタンですか? 単一選択だから
チェックボックスはあり得ないですし。

詳細表示と同じ縦並びの表がいいのかなと思います。表
ですけど、14-2-3項で学んだように、dlを使ってみます。

じゃあ、会員種類は?

どっちでもいいけど、どっちで作る?

全体のレイアウトとしては、どうする?

うん。それでいいよ。じゃあ、やってみよう。

うん。ラジオボタンでもいいけど、会員種類が増えた場合
とかを考えると、ドロップダウンリストでもいいね。
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詳細表示と同じレイアウトですので、ベース部分はmemberDetail.htmlです。
memberDetail.htmlをコピ ーしてmemberAdd.htmlとして、mainタグ内の
sectionタグ内をリスト14-11のように丸々変更してください。

リスト14-11：memberAdd.html（一部）

<section>
	 <h3>会員新規登録</h3>
	 <p>
		  必要事項を入力して、登録ボタンをクリックしてください。<br>
		  なお、会員IDはシステム側で自動採番します。
	 </p>
	 <form action="/websamples/chap14/memberList.html" 
method="POST">  1

		  <dl class="detail">
			   <dt><label for="memberNameLast">会員姓</label></
dt>  2

			   <dd>
				    <input type="text" name="memberNameLast" 
id="memberNameLast" placeholder="例)柴田" required>  3

			   </dd>
			   <dt><label for="memberNameFirst">会員名</
label></dt>
			   <dd>
				    <input type="text" name="memberNameFirst" 
id="memberNameFirst" placeholder="例)愛理" required>
			   </dd>
			   <dt><label for="memberNameLastKana">会員姓ふりがな
</label></dt>
			   <dd>
				    <input type="text" name="memberNameLastKana" 
id="memberNameLastKana" placeholder="例)しばた" required>
			   </dd>
			   <dt><label for="memberNameFirstKana">会員名ふりが
な</label></dt>
			   <dd>
				    <input type="text" name="memberNameFirstKana" 
id="memberNameFirstKana" placeholder="例)あいり" required>

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒
⇒

⇒

⇒
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main.cssへ追記しなければならないのは、リスト14-11 5のPタグで指定してい
るsubmitPクラスセレクタだけです。リスト14-12の内容をmain.cssに追記してく
ださい。

			   </dd>
			   <dt><label for="memberTel">電話番号</label></dt>
			   <dd>
				    <input type="tel" name="memberTel" 
id="memberTel" placeholder="例)09045785547" required> 4

			   </dd>
			   <dt>性別</dt>
			   <dd>
				    <label for="memberSexFemale"><input 
type="radio" name="memberSex" id="memberSexFemale" 
value="0" checked>女</label>
				    <label for="memberSexMale"><input 
type="radio" name="memberSex" id="memberSexMale" 
value="1">男</label>
			   </dd>
			   <dt>会員種類</dt>
			   <dd>
				    <select name="memberType" id="memberType" 
required>
					     <option value="">選択してください</option>
					     <option value="1">通常</option>
					     <option value="2">特別</option>
					     <option value="3">優良</option>
				    </select>
			   </dd>
		  </dl>
		  <p class="submitP">  5

			   <button type="submit">登録</button>
		  </p>
	 </form>  1

</section>

⇒

⇒
⇒

⇒
⇒

⇒
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リスト14-12：main.css（追記分）

〜省略〜
/*submitPボックス内をセンタリングに設定*/
.submitP {
 text-align: center;
}

このスタイルは、コメントにある通り、リスト14-11の 5のpタグ内の登録ボタン
をセンタリングさせるためです。

この段階で、一度会員リストの新規登録画面へのリンクをクリックして
memberAdd.htmlを表示させてください。図14-16のように表示されます。

図14-16：表示させた会員情報新規登録画面

 入力欄全体をformで囲む

レイアウト全体としては、詳細表示画面と同じくdlを使って縦表のように表示さ
れています。スタイルは同じものを流用しています。ここでのポイントは、入力画
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面となっているので、このdlタグ全体をformタグで囲む必要があることです。そ
れがリスト14-11の 1です。また、データを送信するためのボタンが必要ですの
で、それをdlタグの次にpタグで囲んで記述しています（リスト14-11の 5）。ここ

までがformタグの範囲です。
なお、このformタグのmethod属性としてはPOSTを指定しています。9-1-2
項でも解説したように、ここで入力するような個人情報に当たるものは、原則
POSTで送信するようにします。

 label内に入力部品がない場合は必ずidを指定

そのformタグ内に記述された入力部品はすべてChapter 9の復習です。こ
こでは会員姓の入力欄を例として説明します。dtタグに記述された入力項目名
は、そのまま入力欄のラベルとなるのでlabelタグで囲みます（リスト14-11の 2）。

ただ、Chapter 9で紹介したサンプルでは、labelタグ内にinputタグが含まれ
ていました。ここでは、そのinputタグはタグをまたいだddタグに記述する必要
があるので、labelタグ内には記述できません。そこで、「会員姓」のようなラベ
ル名称だけを記述し、必ずfor属性としてidを指定し、別タグ内に記述した入
力備品と結びつけています。

 placeholderやrequired属性を活用

その会員姓の入力部品を実際に記述しているのが、リスト14-11の 3です。こ

こでは、placeholder属性を活用し、入力例を記述しています。さらに、すべて
のデ ー タ項目が必須ですので、required属性も付与しています。 この
placeholderとrequired属性はその後のテキストボックスにはすべて付与してい
ます。

なお、リスト14-11 4の電話番号入力欄に関しては、type属性としてtelを指定
しています。

 dlだとレスポンシブレイアウト

新規登録画面が完成したところで、14-2-3項の最後にdlで作成した縦向きの
表がレスポンシブ対応になっていることを説明しましたが、それを確認してみましょ
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う。この画面をスマホサイズまで狭めてください。ナビゲーションが縦並びになる
ことはChapter 13で体験済みです。dlで記述した表部分も図 14-17のように縦
並びになっていることがわかります。このように柔軟なレイアウトはtableでは難し
いです。

図14-17：入力欄のdlが縦並びに変更された画面



042

▶Chapterㅡ14ㅡシステムの画面モック

わあ!これはすごいですね。確かに、tableタグではこうは
いかないですね。

でしょ?

フレックスボックスおそるべしです。ところで、先生、気に
なっていたのですが、ここまで作ってきた画面って、今自
分がどこにいるのかわからなくなりません?例えば、詳細
画面からリスト画面に戻るには、どうすればいいのかなっ
て。確かに、ナビゲーションの［会員管理］をクリックすれ
ばリストに戻るのですけど、もっとわかりやすい方法ってな
いものかと思って。

いいところに気づいたね。パンくずリストという、いいの
があるんだ。それを最後にやっておこうか。

14-2-5 パンくずリスト

会話の中でワトソン先生が紹介していたパンくずリストというのは、図14-18の
赤で囲まれた部分の表示です。

図14-18：詳細画面に追加されたパンくずリスト

この「パンくず」というのは、グリム童話の『ヘンゼルとグレーテル』で森の中
に入るときに、森で迷わないようにパンくずを置いて道しるべにしたという話から来
ています。これと同様に、WebサイトやWebシステムの中で自分がどこにいるの
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か、どういう経路でこの画面に来たかを表す図14-18のようなリストをパンくずリス
トと呼んでいます。

 パンくずリストもナビゲーションの一種

では早速、詳細画面にこのパンくずリストを追記しましょう。memberDetail.
htmlのheaderタグとmainタグの間にリスト14-13の内容を追記してください。

リスト14-13：memberDetail.html（追記分）

〜省略〜
</header>
<nav id="breadcrumb">
	 <ul>
		  <li><a href="/websamples/chap14/dashboard.html">ダ
ッシュボード</a></li>
		  <li><a href="/websamples/chap14/memberList.html">会
員リスト</a></li>
		  <li>会員情報詳細</li>
	 </ul>
</nav>
<main>
〜省略〜

リスト14-13を見てもわかるように、パンくずリストもナビゲーションの一種なので、
navタグで囲み、ulタグとliタグを使います。これを図 14-18のように表示させる
のがCSSの働きです。

 各リンク間の「>」はスタイルとして設定

リスト14-13で追記したnavタグには、パンくずリスト用のnavであることを明示
するためにid属性としてbreadcrumbを記述しています。idセレクタとして
breadcrumbを記述することで、パンくずリストとして表示されるようにしていきま
す。main.cssにリスト14-14の内容を追記してください。

⇒

⇒
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リスト14-14：main.css（追記分）

〜省略〜
/*idがbreadcrumbボックス(パンくずリストボックス)のスタイル設定*/
#breadcrumb {
	 /*背景色を設定*/
	 background:lavender;
}
/*パンくずリスト内のulボックスのスタイル設定*/
#breadcrumb ul {
	 /*外余白を0pxに設定*/
	 margin: 0px;
	 /*内余白の上下を5px、左右を15pxに設定*/
	 padding: 5px 15px;
}
/*パンくずリスト内のliボックスのスタイル設定*/
#breadcrumb li {
	 /*インラインとして表示するように設定*/
	 display: inline;  1

	 /*リストのスタイルを無効に設定*/
	 list-style: none;
	 /*太字に設定*/
	 font-weight: bold;
}
/*パンくずリスト内のliボックスの後に「>」を表示するように設定*/
#breadcrumb li::after{  2

	 content: ">";
	 padding: 0 3px;
	 color: darkgrey;
}
/*一番最後のliボックスの後には「>」を表示しないように設定*/
#breadcrumb li:last-child::after{  3

	 content: "";
}
/*liボックス内のリンクのスタイル設定*/
#breadcrumb li a {
	 /*文字装飾を無効に設定*/
	 text-decoration: none;
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追記が終了したらmemberDetail.htmlを再表示させてください。図14-19のよ
うに表示されます。

図14-19：入パンくずリストが表示された詳細画面

リスト14-14のポイントは、まず 1でインライン設定をしていることです。これで、
各 liタグが横並びになります。
さらに、2と3で各リンク間にある「>」をスタイル設定だけで表示するように

していることです。実は、 2の記述は12-3-4項で紹介したクリアフィックスとほぼ
同じです。疑似要素の::afterを利用してそこに「>」を表示させています。

 /*文字色を設定*/
 color: darkgrey;
}
/*liボックス内のリンクにマウスが重なった時のスタイル設定*/
#breadcrumb li a:hover {
 /*文字色を設定*/
 color: coral;
}
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では、3はどういう記述でしょうか。これは、コメントにあるように、一番最後の
li要素のさらに後ろに「>」が表示されないようにしています。疑似セレクタ:last-
childを使って、一番最後の要素を取得し、さらに、疑似要素の::afterを利用し
てそこに「""」と空文字を設定することで、「>」を表示させないようにしています。

このパンくずリスト、めっちゃ見たことあります!

でしょ?WebサイトやWebシステムでは必須の表示といえ
るわね。

リスト14-14で追記したセレクタは、パンくずリストを表示さ
せるための典型的な記述なので、他のでパンくずリストを
表示させたい場合は、これをベースに改編していけばいい
よ。じゃあ、他の2画面にもパンくずリストを追加しようか。

会員リスト画面、会員情報新規登録画面にもパンくずリストを追記しましょう。
まず、会員リスト画面です。memberDetail.html同様、memberList.htmlの
headerタグとmainタグの間にリスト14-15の内容を追記してください。

リスト14-15：memberList.html（追記分）

〜省略〜
</header>
<nav id="breadcrumb">
	 <ul>
		  <li><a href="/websamples/chap14/dashboard.html">ダ
ッシュボード</a></li>
		  <li>会員リスト</li>
	 </ul>
</nav>
<main>
〜省略〜

⇒

次に、会員情報新規登録画面です。同様に、memberAdd.htmlのheader
タグとmainタグの間にリスト14-16の内容を追記してください。
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リスト14-16：memberAdd.html（追記分）

〜省略〜
</header>
<nav id="breadcrumb">
 <ul>
  <li><a href="/websamples/chap14/dashboard.html">ダ
ッシュボード</a></li>
  <li><a href="/websamples/chap14/memberList.html">会
員リスト</a></li>
  <li>会員新規登録</li>
 </ul>
</nav>
<main>
〜省略〜

⇒

⇒

追記が完了したら、それぞれの画面に図14-20や図14-21のようにちゃんとパン
くずが表示されているか確認してください。

図14-20：会員リスト画面に追加されたパンくずリスト

図14-21：会員情報新規登録画面に追加されたパンくずリスト
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以上で、本当にこの講座はすべて終了です。

はい!

ありがとうございました。

おつかれさま。

番外編のこのChapter 14はどうでした?

ものすごく実践的でびっくりしました。でも、本編で学んで
きたことが、このようにつながっていくんだというのが実
感できておもしろかったです。

そう言ってもらえたら、こちらも解説した甲斐がある。これ
を活かして次に進んでいってね。

皆様も、本編に引き続き、この番外編までお付き合いのほどを、ありがとうござ
いました。


